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かでした 白くまの赤ちゃんがまりにじゃれていました。するとそのまりがいろりに、はいってしまい白くまの赤ちゃんが頭をいろりにつっこんだひょうしに、 ろりの中のおゆがひっくりがえりそうになり した。するとおじいさんが
”あぶない“というばかりに白
くまの赤ちゃんの上にかぶりかかすると のから にあつい ゆが、かかっておじいさんはおおやけどをしてしいました
。
けれども、白くまの赤ちゃんは、
なにもな たようなかおをし い した。
おじいさんは病気のうえにこんどのやけど


















































また故なしといわ や。＊「創刊号合評会記事」（担当者額賀淳子氏・丹野しげ子氏）と「一、二、三年生における連想の発達（その二）」松原俊一氏と 原稿を本号に紙面の都合で掲載できず その努力に報いられなかったことを深くおわびする。(Y) T)
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